
 

 
 

 

 

 

当日課題 
 

（内容）  

仕様編・資料編 

電子回路技術課題 

プログラミング技術課題 

メモ用紙・方眼紙 
 

 競技時間 １５０分  

 

競技開始まで、この表紙を開かないでください    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

学校名  

番号  氏名  

                             （ユニバーサルデザインフォントを使用しています） 

令和８年度 高校生ものづくりコンテスト 

電子回路組立部門 関東大会(千葉大会) 

 ＜注意事項＞  事前によく読んでください 

１ 指示があるまで，支給・貸出品の開封はしないでください。 

２ 指示があるまで，装置との配線などの準備はしないでください。 

３ 資料やデータは、許可されたもの以外は持ち込み・参照禁止です。 

４ プログラム課題は，順番どおりに作成しなくてもかまいません。 

５ プログラムを作成するときは，課題番号ごとにフォルダをつくり、その中にソースプ

ログラムなど関連ファイルを保存してください。 

６ プログラムは作成したすべてを支給される USB メモリに入れ，提出してください。 

７ その他先生の指示に従ってください。 
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    仕 様 編     

１ 課題概要 

入力回路および制御対象回路を組み合わせたコンピュータ(マイコン)システムを構成し、課題で提示

された目的の動作・機能するプログラムを作成し完成させる 

 

 

図１ システム構成 

 

   2.54mmピッチ１列ストレートピンヘッダ 5P 

① ② ③ ④ ⑤  ① ② ③ ④ ⑤ 

⚪ ⚪ ⚪ ⚪ ⚪ GND 
出力

１ 

出力

２ 

出力

３ 

Vcc

入力 

    図２  I/F-1  ピン配置 (top view)           Vccは 5V 

 

    2.54mmピッチ２列５ピン・ボックスヘッダ 10P （資料１ CN1、CN2）         

② ④ ⑥ ⑧ ⑩  ② ④ ⑥ ⑧ ⑩ 

⚪ ⚪ ⚪ ⚪ ⚪ 入力 入力 入力 入力 GND 

⚪ ⚪ ⚪ ⚪ ⚪ 
① ③ ⑤ ⑦ ⑨ 

Vcc 

入力 
入力 入力 入力 入力 

① ③ ⑤ ⑦ ⑨ 

     

        図３  I/F-2   I/F-3 コネクタ・ピン配置 (top view) Vccは5V 

       

   2.54mmピッチ１列ストレートピンヘッダ 3P  (資料１ CN3 POWER) 

            

 

 

 

    図４ 電源供給端子用ピン配置 (top view) Vccは 5V（供給電流 1.0A程度） 

① ② ③   ① ② ③ 

⚪ ⚪ ⚪ 
 

GND 
Vcc

入力 
GND 

設計・作成 

(A)入力回路 

貸出 

 

(B)制御対象装置 

 

競技者準備 

 

 

  

(C)開発システム 

   （種類は自由・指定しない） 

(D)作成プログラム 

 （言語は自由・指定しない） 

競技者準備 

 

(E)マイコン回路 

(CPU の種類は自由・

指定しない) 

競技者準備 

(F)DC 電源装置 

   (5V,Max1A) 

提示   （G)課題 
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２ 入力回路について 

  

(1) 支給部品と主な部品の仕様 

      ○タクトスイッチ      １個 

  ○トグルスイッチ     １個 

  ○ボリューム抵抗器    １個 

  ○カーボン抵抗器  １０［ｋΩ］   ２個 

  ○５ピン端子（ストレートピンヘッダ）   １個 

  ○ユニバーサル基板    １枚 

  ○６角樹脂スペーサ    ４個 

  ○ビス      ４個 

  ○はんだ Φ０．８mm 鉛フリー   約３０ｃｍ 

  ○スズメッキ線 Φ０．５mm   約１００ｃｍ 

  ○タックシール     １枚 

  ○丸形赤シール     １枚 

  〇マイクロドライバー    １個 

   付属品：ジッパー袋 

 

タクトスイッチ  

 

 

 

 

 

トグルスイッチ                           

  

 

 

               

 

    

   （a）外観                            （ｂ）内部回路 

 

 

① ② ③ 
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ボリューム抵抗器   

 

 

 

 

 

 

 

 

（a）外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             （b）内部回路 
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３  制御対象装置(図１-A)の主な部品・機器の仕様 （貸出品）      回路図   参照   

 

 

 

 IC3  ８回路トランジスタアレイ ＴＢ６２７８３ 
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 IC4  

 

 

 

 DCモータ（DCM）   FM-90   

 

 

 

     

 

ギヤードDCモータ 外観と定格                

 

 

 ステッピングモータ（STM）  

 

 

        

 

 

     

 

            

   ステッピングモータ 外観と定格 

 

 

  

・電源電圧   DC4.8～6V 

・無負荷時回転速度 100RPM(4.8V) 

130RPM(6V) 

・最大トルク   1.3kg・cm(4.8V) 

 1.5kg・cm(6V) 

・最大電流   700mA(4.8V) 

 800mA(6V) 

SPG20-1332 ニデックコンポーネンツ株式

会社製 

平均消費電力     ３W 

基本ステップ角度    0.75 度 

励磁方式      ２相ユニポーラ 

ギヤ比       １/２４ 

１回転基本ステップ数 ４８０ 

コイル抵抗     ６８Ω 
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制御対象装置回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7
4
H
C
5
4
0
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4 作成するプログラムについて 

(1) 7 セグメント LED(以下 7seg と記述)について 

ｱ) 表示状態(赤が点灯状態)   ※以下の表示のほか、問題に応じて指示されたとおり表示させること。 

 

                                      
 “0” “1”  “2”  “3”  “4”  “5”  “6” “7”  “8”  “9”  

 

 

 

  

“A”  "B"  "C"  "D"  "E"  "F" "S"  "消灯" "r"   “ー”    "."(dp)  

ｲ) 左右の表示 

  左右の指示がある場合には、指示された側に表示させること。 

  例) 左の 7seg に“0”を表示 

 

  例)  7seg に“01”を表示 

 

  例)  7seg に“1 ”を表示 

 

ｳ) 表示においてちらつきがないように表示させること。特に、モータ回転中に 7seg がちらつき無く表示

をすること。 

ｴ) 7seg の表示の点滅は、目で見てはっきりと点灯と消灯が分ること。なお、課題中で特に指定がない場

合、点滅の周期はおおよそ１秒周期(0.5 秒点灯⇔0.5 秒消灯)であること。 

 

     例）7seg が“55”を点滅表示する。 

       

0.5 秒表示       0.5 秒消灯 

 

１秒周期 

 

ｵ) 時間経過による表示変化の指定時間が、課題中で特に指定がない場合、7seg の表示が変化する時間

はおおよそ１秒間隔で変化すること。 

  例）右 7seg が１０進数カウントアップを行う。 

                               
１秒表示      １秒表示       １秒表示       １秒表示       １秒表示 

  例）左右の 7seg が２秒間隔で２進数カウントダウンを行う。 

                                                 
２秒表示                        ２秒表示                          ２秒表示 



- 10 - 

 

(2) DC モータとステッピングモータについて 

ｱ) DC モータ(以下 DCM と記述)およびステッピングモータ(以下 STM と記述)の回転は、目視および触

って確認できるようにすること。また、時計方向回転および反時計方向回転は以下のとおりとする。 

 

 

矢印方向 

DCM        からみて 

STM 

 

ｲ) モータの回転速度に関する記述が課題中にあった場合、目視および触って確認することで、明確にその

差が審査員にも分かること。 

ｳ) モータの回転は、スムーズに、指定された方向に回転し続けること。特に指示がない場合は、その速度

に変化がないこと。 

 

(3) 圧電スピーカについて 

ｱ) 圧電スピーカの出力については、はっきりとその高音・低音が聞き分けられる音を出力する。 

また、審査員にも聞こえる可聴周波数で出力すること。 

ｲ) 課題中における「スピーカが鳴る」とは、連続した音が続く事を言い、断続ではない。 

ｳ) 「鳴る」指示以外に、時間の指定が特になければ、圧電スピーカは鳴り続ける。 

ｴ) 課題中における「スピーカが“ピッ”と鳴る」、「beep」とは、圧電スピーカが短音で短く（０．１秒間程度）

１度鳴ることを指す。同様に、「スピーカが“ピ・ピッ”と鳴る」、「スピーカが“ピ・ピ・ピッ”と鳴る」とは、ス

ピーカが短音で短く、短い間隔(0.1秒程度)を空けて、２度又は３度鳴ることを指す。スピーカを複数回

鳴らす場合は、審査員が鳴った回数を判別できるようにすること。 

 

(4) 課題中の表現 

ｱ) タクトスイッチ 

    「ON」 … タクトスイッチを押している状態を指す。 

    「OFF」 … タクトスイッチを離している(触れていない)状態を指す。 

            「クリック」 … タクトスイッチの状態を「ＯＦＦ」の状態から、一度「ＯＮ」にして素早

く「ＯＦＦ」の状態に変化させることを指す。 

ｲ) トグルスイッチ 

「HＩＧＨ」 … レバーがＨ側(シール添付側)に倒れている状態を指す。 

「LＯＷ」 … レバーがＬ側(シール添付なし側)に倒れている状態を指す。 

 

ｳ) ボリューム抵抗器 

      「CW」…可変抵抗を時計回りの方向に回す状態を指す。 

     「CCW」…可変抵抗を反時計回りの方向に回す状態を指す。 

        「CW 端」…CW 方向へ回し切った位置 

     「CCW 端」…CCW 方向へ回し切った位置 

 

 

 

時計方向回転 

clockwise 

反時計方向回転 

counterclockwise 
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（５）部品の名称の表現 

・7 セグメント LED(7seg)      ・２種のモータ(DCM・STM)  ・圧電スピーカ(SPK 又はブザー) 

   ・タクトスイッチ(TCS)         ・トグルスイッチ(TGS)       ・ボリューム抵抗器(VR)  

 

(６) 初期状態の定義 

すべての課題で、特に指示がない場合の初期状態は次の通りとする。 

  ・7 セグメント LED(7seg) … “消灯” 

    ・２種のモータ(DCM・STM) … “停止” 

  ・圧電スピーカ(SPK)  … “無音” 

    ・タクトスイッチ(TCS)  … 「OFF」 

    ・トグルスイッチ(TGS)  … 「LＯＷ」 

   ・ボリューム抵抗器(VR)   … 「CCW 端」 

 

(７) 制御対象回路の動作状態 

ｱ) 課題中に指示された通りの「7seg」「DCM」「STM」「圧電スピーカ」が動作すること。 

ｲ) 課題中に特に指示されていないものは動作させないこと。 

ｳ) 動作状態変化のタイミングは、特に指示がされていなければ、タクトスイッチ、トグルスイッチの入力状

態が変化した瞬間とする。 

なお、タクトスイッチの「クリック」は、特に指示がない場合、それぞれ「ＯＦＦ」になったときとする。 

 

   ・単独動作の例 ) 

     タクトスイッチが、「ON」のとき 7seg が“８８”を表示し、「OFF」のとき 7seg が“消灯”する。 

     ＜状態の移行イメージ＞ 

 

 

 

 

   ・連続動作の例 ) 

トグルスイッチが「ＨＩＧＨ」側のとき 7seg が 10 進数カウントアップを行う。 

トグルスイッチが「LOW」側の時は、カウントアップが停止し、直前の表示を維持する。 

     ＜状態の移行イメージ＞ 

 

 

 

 

 

   ・タクトスイッチのクリックによる動作変化の例 ） 

      タクトスイッチを「クリック」するごとに、DCM の回転と停止が切り替わる。 

＜状態の移行イメージ＞ 

 

 

 

7seg  

“８８”を表示 

7seg  

“消灯” 

タクトスイッチ「ＯＮ」 

タクトスイッチ「ＯＦＦ」 

右 7seg 

カウントアップ 

右 7seg 

カウント停止（表示を維持） 

トグルスイッチ「HIGH」 

トグルスイッチ「LOW」 

DCM 

停止 

DCM 

回転 
タクトスイッチ「クリック」ごと 

（ＯＦＦになった瞬間に状態変化） 
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電子回路技術課題 

 

１ 入力回路（図１-Ａ）の設計と回路図の作図 

提供された 入力回路基板について、以下に示す仕様に基づき入力回路の回路を設計し、その回

路図を方眼紙に作図して、提出する。 

  

 

 

 

（１）I/F-1の各ピンよりデジタル信号（HIGHまたはLOWレベル）又はアナログ信号が出力される回路。 

2.54mm ピッチ１列ストレートピンヘッダ 5 ピン 

① ② ③ ④ ⑤  ① ② ③ ④ ⑤ 

⚪ ⚪ ⚪ ⚪ ⚪ GND 
D0 

出力 

D1 

出力 

A0 

出力 

Vcc

入力 

   I/F-1 仕様 (top view)       VCC は供給電源（電圧 5V 最大電流数十 mA 程度） 

  

（２） I/F-1の②ピンから④ピンの構成仕様は、以下とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜作図注意点＞ 

○競技者番号、学校名、氏名などを記入する 

○定規やテンプレートを使用する 

○各図記号に、番号 TCS, TGSなどを記述する  

○トグルスイッチの図記号には、HIGH、LOW （の方向性）を記述する 

○５ピン端子には、ピンアサイン（各ピンの信号配置）を略記号で記述する 

○抵抗器には、図記号に抵抗値（定格値）をR=○○○Ω記述する 

○できるだけ濃い色で、太く書く（スキャナで読むため） 

提出 

ピン No 略記号 構成要素             要件                   

②  D0  SW1 タクトスイッチ       ONの時は、 HIGHレベル出力 

OFFの時は、LOWレベル出力 

 

③  D1  SW2 トグルスイッチ    レバーがH側（シール添付側）に倒れて    

                       いる時は、  HIGHレベル出力 

レバーがL側（シール添付なし側）に倒  

れている時は、 LOWレベル出力 

 

④  A0  VR  ボリューム抵抗器    CW  は、 HIGHレベル出力 

CCW は、 LOWレベル出力 
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２ 入力回路基板の作成 

 支給された部品を使用し、設計した入力回路を次のようなレイアウトで製作しなさい。 

（１）基板表面と裏面の左上にインデックスシール（半分にカット）を貼り、競技者番号を記入する。 

（２）I/F-1のピンヘッダは、右端・縦方向に配置する。（下の図の範囲内の位置） 

   また、上から⑤ピン・・・①ピンの順にする。 

（３）他の部品について、レイアウトは自由とする。 

（４）タクトスイッチは「プルダウン」とする。 

（５）トグルスイッチのプルアップ・プルダウンは任意とする。 

（６）トグルスイッチの「ＨＩＧＨ」側に、配布した丸形の赤色シールを貼り付ける。 

（７）支給された部品を使用する。 

 

 

 

 

          ↑上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          ↓下 

 

 

          ↑上 

           

 

 

 

 

 

 

 

           

 

          ↓下 

 

 

 

ｘｘ 

シール （競技者番号記入） I/F-1 ピンヘッダの配置範囲 

⑤ 

④ 

③ 

② 

① 

 

基板 上面レイアウト 

ｘｘ 

基板 裏面レイアウト 
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 メモ用紙   
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  プログラミング技術課題   
 

 

○プログラムは，順番どおりに作成しなくてもかまいません 

○各プログラムの得点には，部分点があります 

○プログラムを作成するときは，課題ごとに、以下のようなフォルダを作り， 

その中に以下のようなファイル名を付けて作成してください 

○作成するプログラムの先頭に、競技者番号と氏名をコメントアウトしてください 

○作成したプログラム及び標準以外のヘッダファイルは、すべて USBメモリに入れ， 

提出してください 

○袋の中には、USBメモリとタックシールが入っています。タックシールには、競技者番号を記

入し、USB メモリに貼り付けて下さい 

○提出は、USBメモリのみです 

 

 

例 

○課題１ 

  フォルダ名   kadai1  

   ファイル名       kadai1.c   kadai1.ino   kadai1.py  など 

 

○課題２ 

  フォルダ名    kadai2  

  ファイル名        kadai2.c   kadai2.ino   kadai2.py  など 

 

 ・・・・・・ 

  

 

 

 

 

 

 

 

提出 
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プログラム課題１ 
○初期状態 

・左の７ｓｅｇ“ｒ”を表示、右の７ｓｅｇは表示なし。 

 

［プログラムの条件］ 

 ① 約１秒後に左の７ｓｅｇは表示なし、右の７ｓｅｇに“８”を表示。 

 ② 約１秒後に初期状態に戻り、以降これを繰り返す。 

 

 

 

        

図．“ｒ”と“８”を交互に表示 

 

 

プログラム課題２ 
〇初期状態 

左の７ｓｅｇ“消灯”、右の７ｓｅｇ“０”、ＴＧＳ「ＬＯＷ」、ＶＲは「ＣＣＷ端」 

 

① ＴＧＳ「ＬＯＷ」のとき、ＶＲを「ＣＷ」方向に回していくと、右の７ｓｅｇに表示される値が

１ずつカウントアップする。“０”→“１”→“２”・・・“９” 

また、「ＣＣＷ」方向に回していくと、右の７ｓｅｇに表示される値が１ずつカウントダウンする。“９” 

→“８”→“７”・・・“０” 

値はすべて１０進数で、最小値は“０”、最大値は“９”とする。 

 

② ＴＧＳを「ＨＩＧＨ」にすると、左右の７ｓｅｇの表示が切替わり、左の７ｓｅｇは切り替える 

前の値を表示し、右の７ｓｅｇ“消灯”する。切替え後も①と同様にＶＲの動作で７ｓｅｇの値 

が変化していく。 

 

 

 

 

１秒間隔で 

交互に表示 
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プログラム課題３ 
〇初期状態 

７ｓｅｇ“００”、ＴＧＳ「ＬＯＷ」、ＴＣＳ「ＯＦＦ」 

 

① ＴＣＳを「クリック」するごとに、７ｓｅｇに表示される値が１ずつカウントアップする。 

② ＴＧＳが「ＬＯＷ」のとき、７ｓｅｇは１０進数で、ＴＧＳが「ＨＩＧＨ」のとき、７ｓｅｇは 

１６進数で値を表示する。 

③ 最大値は、１６進数表記で“２Ｆ”とし、最大値が表示されている状態でＴＣＳを「クリック」 

すると、７ｓｅｇの表示は“００”となる。 

④ ①～③は、繰り返し動作可能とする。 

 

プログラム課題４ 
〇初期状態 

ＴＣＳ「ＯＦＦ」、ＴＧＳ「ＬＯＷ」 

ＳＴＭ“停止”かつ「０°」になるように調節をしておく、７ｓｅｇ“消灯”  

 

① プログラムを実行すると、右７ｓｅｇ表示“０”。その他は、初期状態を維持する。 

② ＴＣＳを「クリック」するたび、７ｓｅｇの表示が“␣０”→“␣１”→“␣２”→“－１”

→“－２”と変化し、“－２”の次は“␣０”に戻り繰り返す。“␣“は消灯状態を意味する。 

③ ＴＣＳによって変化した７ｓｅｇの表示はＳＴＭの回転方向と回転量を意味する。 

  ③－１ 左７ｓｅｇの表示が“消灯”の場合にＳＴＭは時計回転方向、左７ｓｅｇの 

表示が“－”の場合、ＳＴＭは反時計回転方向とする。 

  ③－２ ＳＴＭの回転量は、７ｓｅｇの表示に「４５」を乗じた角度とする。 

④ ＴＧＳを「ＨＩＧＨ」にすると、ＳＴＭは７ｓｅｇの表示に合わせた角度を回転する。 

 ④－１ ＳＴＭの動作中は７ｓｅｇの輝度が変化せず、違和感なく維持する。 

 ④－２ ＴＧＳが「ＨＩＧＨ」のとき、ＴＣＳによる７ｓｅｇの表示変更は受け付けない。  

 ④－３ ＳＴＭが動作中、ＴＧＳを「ＬＯＷ」に切換えたとき、次のように動作をする。 

④－３－１ ＳＴＭは動作を継続し、決められた角度の移動を完遂する。 

④－３－２ ＴＣＳによる７ｓｅｇの表示変更を受け付ける。 

⑤ ＴＣＳ、ＴＧＳを同時に操作しないこととする。 

⑥ この動作は繰り返し実行できること。 
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プログラム課題５ 
〇初期状態 ＴＣＳ「ＯＦＦ」、ＴＧＳ「ＬＯＷ」、ＶＲ「中央」※ＶＲ「ＣＣＷ端」と「ＣＷ端」の

中央のことを「中央」と表記する。 

 

プログラムを実行すると、７ｓｅｇに“ＳＳ”を表示し、ＤＣＭは停止している。 

 

① ＶＲを操作すると、その位置に応じてＤＣＭの回転方向と回転速度が変化する。 

①－１ 「中央」から「ＣＷ端」の時、７ｓｅｇに“ｒｒ”を表示し、ＤＣＭはＣＷで回転する。 

①－１－１ 「ＣＷ端」に近づくと回転速度が速くなり、「中央」に近づくと回転速度は遅くな

る。 

①－２ 「中央」から「ＣＣＷ端」の時、７ｓｅｇに“ＬＬ”を表示し、ＤＣＭはＣＣＷで回転 

する。 

①－２－１ 「ＣＣＷ端」に近づくと回転速度が速くなり、「中央」に近づくと回転速度は遅く

なる。  

①－３ 「中央」近辺では、７ｓｅｇに“ＳＳ”を表示し、ＤＣＭが停止する。 

①－３－１ 「中央」近辺でＤＣＭが停止する範囲は定義しないが、操作が困難ではない範囲と

すること。 

② ＶＲの操作によって、「ＣＷ端」または「ＣＣＷ端」に到達した時、ＳＰＫが約 0.5秒鳴動す

る。 

②－１ ＳＰＫ鳴動後、「ＣＷ端」または「ＣＣＷ端」を維持している限り、ＳＰＫは鳴動しな

い。 

②－２ ＳＰＫが鳴動する範囲は定義しないが、SPK が連続で鳴動しない範囲とすること。 

②－３ ＳＰＫの鳴動中は左右の７ｓｅｇは“消灯”し、ＤＣＭは①.の動作を維持する。 

②－４ ＳＰＫの鳴動周波数は定義しないが、審査員が聞き取れる周波数および音量とすること。 

③ ７ｓｅｇ点灯中は表示の輝度が変化することなく、違和感なく維持すること。 

④ ＤＣＭの回転および回転速度の変化は離散的ではないこと。 

⑤ これらの動作は繰り返し実行できること。 
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プログラム課題６ 
〇初期状態 

・７ｓｅｇ“Ｓ１” 

 

① ＴＣＳを「クリック」するごとに、左７のｓｅｇの表示は“Ｓ”→“Ｄ”→“Ｂ”とその表示を

変化する。“Ｂ”の次は“Ｓ”に戻り繰り返し動作する。なお、表示が変化するタイミングは、ＴＣＳ

が「ＯＮ」から「ＯＦＦ」になった瞬間とする。なお、ＴＧＳが「ＨＩＧＨ」のときには、ＴＣＳの

入力は受け付けないこととする。 

 

② ＶＲを操作することで、右の７ｓｅｇの表示が４段階に変化する。「ＣＣＷ端」のとき、“１”を

表示し、そこから「ＣＷ」すると、その表示は＋１ずつ増加し、「ＣＷ端」とき“４”を表示する。 

 

③ ＴＧＳを「ＨＩＧＨ」にすると、７ｓｅｇの状態により２種のモータとＶＲが以下のように動作

する。ＴＧＳを「ＬＯＷ」にすると、２種のモータと圧電スピーカは動作を停止する。なお、ＤＣＭ

の回転方法は任意とするが、常に同じ回転方向で回転を行う。 

 

左７ｓｅｇ 右７ｓｅｇ 圧電スピーカ ＤＣＭ ＳＴＭ 

Ｓ １ 無音 停止 低速時計方向回転 

Ｓ ２ 無音 停止 高速時計方向回転 

Ｓ ３ 無音 停止 低速反時計方向回転 

Ｓ ４ 無音 停止 高速反時計方向回転 

Ｄ １ 無音 低速回転 停止 

Ｄ ２ 無音 中速回転 停止 

Ｄ ３ 無音 高速回転 停止 

Ｄ ４ 無音 超高速回転 停止 

Ｂ １ 低音で鳴動 停止 停止 

Ｂ ２ 中音で鳴動 停止 停止 

Ｂ ３ 高音で鳴動 停止 停止 

Ｂ ４ 超高音で鳴動 停止 停止 
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プログラム課題７ 
エレベータの動作を模したプログラムを作成せよ。 

○初期状態 

・ＴＧＳがＯＦＦのときは、ＤＣモータおよびＳＴＭを停止し、SPKを鳴動させない。 

・現在階は１階とする。 

［プログラムの条件］ 

① ＴＧＳをＯＮにすると、左の７ｓｅｇに現在階、右の７ｓｅｇに目的階を表示する。 

② ＶＲを操作すると、目的階を１階から８階までの範囲で設定できる。 

③ ＴＣＳを押して離すと、現在階から目的階までの移動を開始する。 

④ 現在階が目的階より低い場合は上昇し、現在階が目的階より高い場合は下降する。現在階と目的

階が同じ場合は移動しない。 

⑤ 上昇中はＤＣＭを時計方向に回転させるとともに、ＳＴＭを時計回りに回転させる。 

⑥ 下降中はＤＣＭを反時計方向に回転させるとともに、ＳＴＭを反時計回りに回転させる。 

⑦ １階分移動するごとに現在階の表示を更新し、現在階が目的階に到達すると、ＤＣＭおよびＳＴＭを

停止する。 

⑧ 目的階に到達したとき、SPKを鳴動する。 

⑨ 到着後は、再び目的階を設定し、同様の動作を繰り返すことができる。 

※左の７ｓｅｇを現在階、右の７ｓｅｇを目的階とする。 

※７ｓｅｇは、モータ回転中を含め、ちらつきなどの違和感がないように表示すること。 
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エレベータ制御の状態遷移 

 

※図中の階数は動作例である。目的階は可変抵抗により 1 階から 8 階まで設定できる。 
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 メモ用紙 


